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-112.2から218.6％，‐139.2から352.8％であった．
９．棒グラフおよび波形の試行問および日間測定値のtherepeatabilitycoefflcientsはそれぞ
れ１４１．４と173.0％，および152.3と176.4％であった．両テストともlimitsofagreement
はやや広かった．
以上，筋力発揮調整能テストは，追従動作およびペグボードテストで測定される能力
とは異なる能力を測定し，また提示される要求値のタイプによっても発揮する能力は多少
異なると推測された．しかし，総じて，筋力発揮調整能テストの妥当性は比較的高いと判
断された．また，棒グラフおよび波形の両表示法とも筋力発揮調整能測定値の変動はほぼ
３試行で安定し，筋力発揮調整能の向上に有意に反応する．試行間および日間の筋力発揮
調整能測定値の観点も含めて，これらのテストは上肢の筋力発揮調整能を客観的に捉えう
る汎用性の高い有効なテストであると推測された．
課題３：中・高年者（高齢者）における筋力発揮調整能の特性に関する研究
１．高齢者の筋力発揮調整能は若年者より劣 厄巨爾577両~百７５pH扉而司
り，かつ大きな個人差がみられた．，４０．
２高齢者の筋力発揮調整能測定値の平均値霞１２００
は，若年者の場合と異なり試行毎に有意に：，｡｡。
◎低下した（図６)．５８．０
①
１ヨ
3．女性高齢者の筋力発揮調整能は男性高齢：．o･
口者より劣ったが，３試行における筋力発揮肯‘｡。
◎
調整能測定値の平均値は両`性ともに同様・２.ｏ
な低下傾向を示した…。 Ｉ
Fimst SecondThird
以上，中・高年者の筋力発揮調整能は，Tiial
Fig､６.CooIdinaledexe｢lionoffOrceofIheeIdenymen(■)andyoungermen(ロ).ｒThe若年者より劣り，大きな個人差がみられるこｍ･anibrth゜old･r1ymen…gnificanMyg…nhanIhaMb｢航｡y･ung･rm.､(，<005》
ｔＴｈｅｍｅａｎｆＯ｢lhefi届ttnaIwassignificantlyg旧ate｢thanlhatfO｢Ihesecondandlhirdと，若年者と変化パターンが異なり，試行毎腰翻継勵雛:制鯛欝隠:1W:鰍:鵬詣M:;,鵬Iiiil
に低下を示すこと，女性は男`性より劣るが男ｂ・causoth・yweroid･nticaltoIh…ultsofm.nＪ
女とも類似した低下傾向を示すと考えられる．
課題４：中・高年者における筋力発揮調整能と体力との関係およびその性差に関する研究
１．中・高年者の場合，'情報フィードバックが関与しない最大能力発揮に基づく神経機能
には`性差はみられないが，'情報フィードバックが関与する最大下の筋力発揮に基づく筋
力発揮調整能には性差が存在し，男性が優れていた．また，筋力発揮調整能評価変量と
年齢との関係も男女で異なる．
２．本研究で選択した最大能力発揮に基づく神経機能テストおよび握力（筋力）と最大下
の筋力発揮に基づく筋力発揮調整能テストとの関係は男女とも低い（表３)．
３．筋力発揮調整能と各体力要因との関係は男女とも低く基礎体力とも有意な関係がない．
以上，中・高年者の場合，男女とも最大下の筋力発揮に基づく筋力発揮調整能テスト
は従来の最大能力発揮に基づく体力テストとは異なる体力要因を捉えていると推測された．
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課題５：中・高年者の筋力発揮調整能の練習効果に関する研究
１．中・高年者の筋力発揮調整能は，３週間の反復試行による練習により有意な変動は認
められない
２．反復試行による練習（実験）開始時に筋力発揮調整能に優れる者，あるいは劣ってい
る者の反復試行による練習前後の変化率に一定の傾向は認められない
３．測定値の対応関係から３週間の反復試行による筋力発揮調整能の測定値の変動量には
個人差が認められる可能性が示唆される．
以上，中・高年者における最大下の筋力発揮に基づく筋力発揮調整能は３週間の反
復試行による練習によって特異な変化を示すことはなく，その変動量には大きな個人差
がみられると推測された．
Ⅳ．結語
はじめにヒトの筋力発揮調整能の諸特`性を考慮し理論的妥当性を検討した上で，若年
者にも適用可能な握｣力を用いた指標追従に基づく筋力発揮調整能の測定器具を開発し，そ
の測定および評価法を考案した．そして，新しく開発した筋力発揮調整能テスト（測定お
よび評価法）を用いて，従来検討されることの少なかった中・高年者の握力を用いた指標
追従に基づく筋力発揮調整能の特性を定量化し検討することができた．加齢に伴う体力低
下の著しい高齢者の筋力発揮調整能特`性が明らかにされたことにより，今後，幼児期から
その他の年齢段階に至る発達傾向を明らかにすることが可能になると考えられる．
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学位論文審査結果の要旨
本論文は、筋力発揮調整能測定器具を開発し、測定方法を検討した上で、中・高年者の筋力発揮調整能の
特性を明らかにし、下記に示す成果を得ている。
まず、測定方法に関して、測定時間は４０秒、評価時間は測定開始１５秒以降の時間を利用するテストが、
また画面表示法は棒グラフおよび波形ともに有効であることを明らかにした。開発した筋力発揮調整能テス
トの妥当性、信頼性および客観性は比較的高く、筋力発揮調整能の優劣の判定が可能であり、上肢の筋力発
揮調整能を客観的に捉えうる有効なテストであると判断された。次に、中・高年者の筋力発揮調整能の特性
に関して、中・高年者の筋力発揮調整能は若年者より劣り、大きな個人差が存在し、女性は男性より劣るこ
と、中・高年者の試行毎の平均値は若年者と異なり低下を示し、その低下傾向には性差が認められないこと
を明らかにした。また、他の体力要因との関係およびその性差に関して、筋力発揮調整能テストは男女とも
従来の最大能力発揮に基づく体力テストとは異なる体力要因を捉えていると判断された。さらに、中・高年
者の筋力発揮調整能の練習効果には大きな個人差が存在することを確認した。
以上のように、本論文は、ヒトの筋力発揮調整能の測定器具を開発し、その測定および評価法を考案した
上で、中・高年者の筋力発揮調整能の特性（性差、練習効果等）および体力との関係を明らかにした。よっ
て、審査委員会は本論文が博士論文（学術）に値すると判定した。
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